
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くまのこだより 
 

園だより ＮＯ．４５２号 

お知らせ 

令和５（２０２４）年２月１日（木）発行 

赤磐市桜が丘東 6-6-704 

さくらが丘保育園  

           『 笑顔をいつまでも 』 

             誕生会で渡す色紙に貼る写真を、撮るのが私の役目で

す。今年から、こどもたちの撮りたいところで、希望があれば友だちと一緒に撮れ

るように投げかけています。今年度の人気スポットは、山の上。少し硬い表情でカ

メラの前に立つ子には、世間話をしたり、おどけたりしながら、関わりを楽みつつ、

その子らしさが出るように工夫しています。また、すてきな笑顔をいつまでも忘れ

ないでほしいと願いながら撮っています。 

今までの色紙は残っていますか？コメントを書いている担任もその子のことを思

い浮かべながら、文章に思いをしたためています。時に家族で色紙を見ながら、こ

の時はこうだったね、と思い出を語ってくださると幸いです。 

雁 倫子 

お知らせ 
○園からのおしらせは、メールで届いていますでしょうか。 

 ご不明点がある方は、事務室までお声がけください。 

○来年度に向けてのおしらせや書類を２月初旬ごろにお配りします。封筒でお渡

しいたしますので、中を確認後、期日内にご提出ください。 
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すずらんのお知らせ 

今月の行事『 節分 』 

今年も 2月の誕生会の日に、節分行

事を行います。コロナ禍が少しずつ落

ち着きはじめた昨年度から、地域の方

の力を借りて行う行事が増えていま

す。（七夕の竹…東 6丁目老人会・サン

タ役…東地区の方）オニ役も地域の方

が来てくださる予定です。新聞紙で作

った豆を投げて、自分の中の鬼や厄を

払いたいと思います。 

 寒い北風が吹く時期です。寒い空気

を感じると、おっくうになることもあ

りますが、この歌を聞くと“きたかぜ

こぞうと遊ぼう”という気持ちが湧い

てきますよ。 

今月の歌『北風小僧の寒太郎』 

  

きたかぜこぞうの かんたろう 

 ことしも まちまで やってきた 

 ヒューン ヒューン 

ヒュルルンルンルンルン 

ふゆで ござんす  

ヒュルルルルルルン 

 

きたかぜこぞうの かんたらろう 

くちぶえ ふきふき ひとりたび 

ヒューン ヒューン 

ヒュルルンルンルンルン 

さむう ござんす 

ヒュルルルルルルン 

 

 

 

「ほけんだより イラスト＆文例集」ナツメ社引用 

 2月3日は節分の日。豆まきは楽しい行事ですが、い

り豆は窒息の原因となりやすい食べ物です。のどにつま

らせたり、くだけた豆が気管に入り、ごえんを生じるこ

とがあります。3歳ごろまでは食べさせないようにとも

言われています。 

 くだいた豆も危険です。また、家の中にまいた豆を拾

って口に入れないように注意しましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマやけん玉、はないちもんめなどのあ

そびを楽しんでいます。その中でも、はな

いちもんめを知らない子が多かったのです

がルールを伝えると「やってみたい」と興

味津々なこどもたち。実際にやってみると

楽しかったようで自由あそびの時間にも友

だちを誘って繰り返し楽しんでいる姿がみ

られます。 

 いろいろな伝承あそびを取り入れてこど

もたちと一緒に楽しんでいきたいと思いま

す。 

           玉置 七彩 

 

 



 

  

 午睡前後のカーテンの開け閉め、おやつの際の机だしなど、たくさんお手伝

いをしてくれているこどもたち。一人で持てないものは友だちと声を掛け合っ

て協力して運ぶ姿もみられています。保育者が声を掛けなくてもこどもたちか

ら気づいて進んでしている姿に驚くとともに、たのもしさを感じています。こ

どもたちの成長に感謝しながら残りのつき組を一緒に楽しく過ごしていきた

いです。 

竹内 和羅 

仲間たちと空に向かって 

 

こどもたちと一緒に給食のおやつの

みかんの皮を部屋に干して乾かし、も

ったいないばあさんに出てくる、みか

ん風呂ならぬ足湯をしました。タライ

に湯をはって足をつけました。絵本の

中の世界がまるまる現実の世界になっ

たようで「気持ちいい」「最高」「いい

匂いがする」など大喜びでした。 

土屋勇気 



 

 

 

 

ゆきぐみ 
 「○○ちゃん」、「○○くん」と友だちの

名前を呼んで遊びに誘い、一緒に話をした

り、笑い合ったりしながら楽しんで遊んで

いる姿がみられます。言葉がとても増えて

きて、こどもたちが話している内容を聞く

ととても微笑ましくなります。これからも

保育者が一緒に遊びに入り、新しい発見や

面白いことなどをこどもたちと感じてい

きたいです！       下山 静菜 

はなぐみ 
 いないいないばあが好きなこどもたち。

室内にあるトンネルの入口から誰かが「ば

あ！」と顔を出すと、近くにいる子がすぐ

に反応して反対側から「ばあ！」と顔を出

し、笑顔で顔を見合わせて遊んでいます。 

大人と一緒に楽しんできたことが、段々と

友だちとも楽しめるようになってきてい

るんだなあと微笑ましく感じました。 

              牧 文香 

ゆきうさぎ 

はなみずき はなみずき 

※担任の岸下天音が１月で退職いたしました。今後はフリー職

員を配置するなどして保育を進めていきます。 

「はい！ラーメンできたよ」と、ともだちに渡す

と、相手の子は嬉しそうに食べたり、赤ちゃん人形

をトントンしながら寝かしつけては「しーっ！」と

言ったり、「お弁当できたから持って行っていいよ」

「公園にお散歩行ってきまーす」と作ってもらった

お弁当を持って出かけたり…。お店屋さんごっこ

や、お母さんごっこなど、“つもりあそびやごっこ

遊び”が、友だちとのやり取りを交えながらできる

ようになってきています。保育者が間に入り一緒に

遊ぶ事で、あそびを発展させたり、こどもの可愛い

「つぶやき」を拾ったりしながら、ごっこ遊びをも

っと楽しめるようにしていきたいなと思います。 

谷口あい 

はなみずき 


